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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両用ドアトリムに設けられたアームレストを照明するための車両用照明装置であって
、
　前記アームレストの上方に配され、前記アームレストに向けて光を出射可能な光出射部
を有する光源と、
　前記光出射部の下方を覆う形で配され、前記光出射部から前記アームレストに向かって
出射された光を車両前方に向けることが可能な光案内部と、を備え、
　前記光出射部及び前記光案内部は、それぞれ車両前後方向に延びる形状をなすことを特
徴とする車両用照明装置。
【請求項２】
　前記光案内部は、下方に向かうにつれて前記車両前方に傾斜する形状をなす複数の傾斜
片を有し、
　前記複数の傾斜片は、前記車両前後方向に沿う形で配列されていることを特徴とする請
求項１に記載の車両用照明装置。
【請求項３】
　前記光出射部は、光出射面によって構成されるものであって、
　前記複数の傾斜片のうち、第１傾斜片の下端は、前記複数の傾斜片のうち、前記第１傾
斜片の前記車両前方に隣接される第２傾斜片の上端と、前記光出射面と直交する方向に沿
って重なる形で配されていることを特徴とする請求項２に記載の車両用照明装置。
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【請求項４】
　前記光源は、
　光源本体と、
　前記光源本体から出射される光を前記アームレスト側に導光可能とする導光体と、を有
しており、
　前記光源本体及び前記導光体を収容可能なカバー部材を備え、
　前記光案内部は、前記カバー部材に設けられていることを特徴とする請求項１から請求
項３のいずれか一項に記載の車両用照明装置。
【請求項５】
　前記光案内部は、前記カバー部材とは別体の光案内部材であって、
　前記光案内部は、前記カバー部材に取り付けられており、
　さらに、前記光案内部は、前記カバー部材に形成された凹部に嵌合される取付突部を有
していることを特徴とする請求項４に記載の車両用照明装置。
【請求項６】
　車両用内装材に設けられる光源ユニットであって、
　光源本体と、
　前記光源本体から出射される光を導光可能とする導光体と、
　前記光源本体及び前記導光体を収容可能なカバー部材と、
　前記導光体における光出射部を覆う形で前記カバー部材に取り付けられた光案内部材と
、を備え、
　前記光案内部材は、前記導光体における前記光出射部から出射される光の出射方向に対
して傾斜する形状をなす傾斜片を有しており、
　さらに、前記光案内部材は、前記カバー部材に形成された凹部に嵌合される取付突部を
有していることを特徴とする光源ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両用照明装置、及び光源ユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、車両用ドアトリム（車両用内装材）に設けられ、所定部位（例えば、アームレス
ト）を照らすための光源ユニットや、このような光源ユニットを備えた車両用照明装置な
どが知られている（例えば、下記特許文献１）。特許文献１のものでは、アームレストの
上方に光源（照明手段）が設置され、アームレストを照らす構成となっている。このよう
にアームレストを照らすことで、例えば、アームレストに設けられたスイッチ類などの視
認性を向上させることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平９－８６２７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、アームレストを上方から照らす構成では、光源からアームレストに向け
て出射された光が、アームレストの上面に反射することで上方に向かう結果、乗客の目に
到達する可能性がある。これにより、乗客が眩しさを感じてしまうという問題点がある。
また、アームレストの上面に反射した光が乗客の目に到達することで、アームレストの上
面に光源が映り込んでしまうこともあり、意匠性を低下させる事態も懸念される。特に、
アームレストの上面は、意匠性を高くするために光沢処理が施されている場合があり、光
反射性が高いため、上記のような問題点がより一層起こりやすい。
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【０００５】
　このように、車両用内装材に設けられる車両用照明装置（又は光源ユニット）において
は、乗客の目に対して出射光が到達する事態を抑制するなどの目的で、光源からの出射光
を所定の方向に向けることが可能な構成が求められている。
【０００６】
　本発明は上記のような事情に基づいて完成されたものであって、光源からの出射光を所
定の方向に向けることが可能な車両用照明装置を提供することを目的とする。特に、アー
ムレストを照らす車両用照明装置においては、光源からの出射光を所定の方向に向けるこ
とで、出射された光が乗客の目に到達する事態を抑制することを目的とする。また、光源
からの出射光を所定の方向に向けることが可能な光源ユニットを提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明の車両用照明装置は、車両用ドアトリムに設けられ
たアームレストを照明するための車両用照明装置であって、前記アームレストの上方に配
され、前記アームレストに向けて光を出射可能な光出射部を有する光源と、前記光出射部
の下方を覆う形で配され、前記光出射部から前記アームレストに向かって出射された光を
車両前方に向けることが可能な光案内部と、を備えることに特徴を有する。
【０００８】
　本発明は、光出射部からアームレストに向けて出射された光を車両前方に向けることが
可能な光案内部を備えている。つまり、光源からの出射光を車両前方（所定の方向）に向
けることができる。これにより、光案内部によって、車両前方に向けられた光は、アーム
レストに反射された場合において、車両前方へ反射される。このように、本発明において
は、アームレストからの反射光が車両後方に向かう事態を抑制でき、アームレストに対し
て車両後方に位置する乗客の目に反射光が到達する事態を抑制できる。
【０００９】
　上記構成において、前記光出射部は、車両前後方向に延びる形状をなすものとすること
ができる。
【００１０】
　このような構成とすれば、車両前後方向に延びるアームレストに対して、光出射部から
出射される光の照射エリアを車両前後方向に長くすることができ、アームレストを照らす
場合に好適である。
【００１１】
　また、前記光案内部は、下方に向かうにつれて前記車両前方に傾斜する形状をなす複数
の傾斜片を有し、前記複数の傾斜片は、車両前後方向に沿う形で配列されているものとす
ることができる。
【００１２】
　このような構成とすれば、光出射面を複数の傾斜片によって、下方かつ車両後方から覆
うことができる。これにより、光出射面からアームレストに向けて出射された光のうち、
車両後方へ向かう光を、各傾斜片によって遮光する（又は車両前方へ反射させる）ことが
できる。この結果、光出射面からの光を車両前方に向けることができる。
【００１３】
　また、前記光出射部は、光出射面によって構成されるものであって、前記複数の傾斜片
のうち、第１傾斜片の下端は、前記複数の傾斜片のうち、前記第１傾斜片の前記車両前方
に隣接される第２傾斜片の上端と、前記光出射面と直交する方向に沿って重なる形で配さ
れているものとすることができる。
【００１４】
　第１傾斜片の下端と第２傾斜片の上端とを、光出射面と直交する方向に沿って重なる形
で配することで、光出射面と直交する方向から視た場合において、第１傾斜片と第２傾斜
片との間に隙間が生じる事態を抑制できる。これにより、光出射面の下方かつ車両後方を
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第１傾斜片と第２傾斜片によって隙間なく覆うことができ、第１傾斜片と第２傾斜片との
間に出射された光が車両後方に向かう事態をより確実に抑制できる。特に、アームレスト
の表面に、例えば、光沢処理などが施され、その表面が高い光反射性を有している場合は
、アームレストの表面に光源が映り込む事態を抑制でき、好適である。
【００１５】
　また、前記光源は、光源本体と、前記光源本体から出射される光を前記アームレスト側
に導光可能とする導光体と、を有しており、前記光源本体及び前記導光体を収容可能なカ
バー部材を備え、前記光案内部は、前記カバー部材に設けられているものとすることがで
きる。
【００１６】
　本発明においては、光源本体及び導光体が収容されるカバー部材に光案内部が設けられ
ている構成としている。つまり、光源本体、導光体、光案内部を一つのユニットとして車
両用照明装置を構成している。これにより、光源と光案内部とをそれぞれ個別に取付箇所
（例えば、車両用ドアトリム）に取り付ける構成と比較して、より容易に取り付けること
ができる。また、光源本体、導光体、光案内部を一つのユニットとして構成することで、
様々な種類の車両用ドアトリムに対して、車両用照明装置を容易に取り付けることができ
る。
【００１７】
　また、前記光案内部は、前記カバー部材とは別体の光案内部材であって、前記光案内部
は、前記カバー部材に取り付けられているものとすることができる。
【００１８】
　このように、光案内部をカバー部材とは別体の光案内部材とすることで、光案内部のみ
を容易に付け替えることができる。すなわち、アームレストの形態（配置箇所や形状）又
はアームレストに設けられた機能部品（スイッチ操作部など）の形態に合わせて、様々な
種類の光案内部を付け替えることで、光の照射方向を調整することが可能となる。この結
果、様々な種類の車両用ドアトリムに適用可能な車両用照明装置を容易に提供することが
できる。
【００１９】
　上記課題を解決するために、本発明の光源ユニットは、車両用内装材に設けられる光源
ユニットであって、光源本体と、前記光源本体から出射される光を導光可能とする導光体
と、前記光源本体及び前記導光体を収容可能なカバー部材と、前記導光体における光出射
部を覆う形で前記カバー部材に取り付けられた光案内部材と、を備え、前記光案内部材は
、前記導光体における前記光出射部から出射される光の出射方向に対して傾斜する形状を
なす傾斜片を有していることを特徴とする。
【００２０】
　本発明においては、光出射部から傾斜片に向けて出射された光を、傾斜片による反射な
どによって、傾斜片の傾斜方向（光出射部から出射される光の出射方向に対する傾斜方向
）に沿った方向に案内させることができる。この結果、光出射部からの光を、その出射方
向に対して傾斜する方向（所定の方向）に向かわせることができる。
【００２１】
　また、本発明のように、光源本体、導光体、カバー部材、光案内部材を光源ユニットと
して構成することで、各部材をそれぞれ個別に車両用内装材に取り付ける構成と比較して
、より容易に取り付けることができる。また、光源本体、導光体、光案内部を光源ユニッ
トとして構成することで、様々な種類の車両用内装材に対して、光源ユニットを容易に取
り付けることができる。
【００２２】
　さらに、本発明においては、光案内部材のみを容易に付け替えることができる。このた
め、傾斜片の傾斜角度が異なる様々な種類の光案内部材をカバー部材に対して付け替える
ことで、光源ユニットから出射される光の出射方向を適宜変更することが可能となる。こ
の結果、様々な種類の照射対象に適応可能な光源ユニットを容易に提供することができる
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。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、光源からの出射光を所定の方向に向けることが可能な車両用照明装置
を提供することができる。また、光源（光源本体）からの出射光を所定の方向に向けるこ
とが可能な光源ユニットを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の実施形態１に係る車両用照明装置が取り付けられた車両用ドアトリムを
示す正面図
【図２】図１のインサイドハンドルを示す斜視図
【図３】図１のインサイドハンドルを示す平面図
【図４】車両用照明装置を示す断面図（図１のＡ－Ａ線で切断した図）
【図５】図４の車両用照明装置が備える光源ユニットを示す斜視図
【図６】図４の車両用照明装置が備える光源ユニットを示す分解斜視図
【図７】図４の車両用照明装置が備える光源ユニットを示す断面図（図４のＢ－Ｂ線で切
断した図）
【図８】図６の光案内部を示す斜視図
【図９】図１のインサイドハンドルを示す正面図
【図１０】図９の光案内部付近を拡大して示す斜視図
【図１１】変形例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　＜実施形態１＞
　本発明の実施形態１を図１ないし図１０によって説明する。図１は、本実施形態の車両
用照明装置２０が取り付けられた車両用ドアトリム１０（車両用内装材）を示す正面図で
ある。車両用ドアトリム１０は、図示しないインナパネルの車室内側に取り付けられる内
装材であって、インナパネルとともに車両用ドアを構成するものである。
【００２６】
　車両用ドアトリム１０は、車室内の見栄えや居住性を向上させるためのもので、トリム
ボード１０Ａと、当該トリムボード１０Ａに取り付けられるオーナメント１０Ｂとを備え
ている。図１に示すように、トリムボード１０Ａは、その下部を構成するロアボード１１
、中央部を構成するミドルボード１２、上部を構成するアッパボード１３から分割構成さ
れている。なお、トリムボード１０Ａは、各ボード１１，１２，１３から分割構成されず
、一体部品として成形されるものであってもよい。
【００２７】
　ロアボード１１、ミドルボード１２、アッパボード１３は、ポリプロピレン等の合成樹
脂材料、あるいは、合成樹脂材料に天然繊維（ケナフなど）を混合した材料等によって形
成されている。また、車両用ドアトリム１０の車室内側には、表皮材１５（図４参照）が
一部または全部に貼着されている。各ボード１１，１２，１３同士の結合は、例えば、一
方のボードに形成された取付用ボスを他方のボードに形成された貫通孔に挿通した後で、
超音波溶着などの溶着手段によって取付用ボスの先端部を溶着することで行われる。なお
、各ボード１１，１２，１３同士の結合は、ビス止めや爪嵌合など様々な結合方法によっ
て行うことができる。
【００２８】
　ミドルボード１２には、図１に示すように、乗員の肘掛けとして使用されるアームレス
ト１４が車室内側に張り出し状に形成されている。このアームレスト１４の上面１４Ｂは
、例えば、水平方向に沿って延びている。また、上面１４Ｂには、上方へ開口する開口部
１４Ａが形成され、この開口部１４Ａの内部には、乗員が指を差し入れることによって車
両用ドアを開閉操作するためのプルハンドル（図示せず）が設けられている。
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【００２９】
　アッパーボード１３においてミドルボード１２との接合部付近には、インサイドハンド
ル収容部３０が設けられており、その内部には車両用ドアの開閉操作を行うためのインサ
イドハンドル３１のハンドル部３１Ａ（把持部）が収容されている。また、アームレスト
１４の上面１４Ｂにおいて、インサイドハンドル収容部３０の下方に位置する箇所には、
スイッチ操作部を有するスイッチベース１６が設けられている。
【００３０】
　本実施形態の車両用照明装置２０は、図４に示すように、インサイドハンドル収容部３
０の内部及びアームレスト１４（特にスイッチベース１６）を照らすための光源５０と、
光源５０（後述する光出射面６２Ｅ）から、アームレスト１４に向かって出射された光を
車両前方に向けることが可能な光案内部７０とを備えている。インサイドハンドル収容部
３０は、インサイドハンドルベゼル３２と、インサイドハンドルカバー３３とを主体に構
成されている。なお、以下の説明では、インサイドハンドル収容部３０を収容部３０、イ
ンサイドハンドルベゼル３２をベゼル３２、インサイドハンドルカバー３３をカバー３３
と言う場合もある。
【００３１】
　ベゼル３２は、図２及び図４に示すように、正面視方形状をなし、車室内側に開口する
形で配されている。なお、ベゼル３２には、図３に示すように、車室外側へ突き出す形で
取付爪３５が形成されており、この取付爪３５をトリムボード１０Ａに取り付け可能な構
成となっている。カバー３３は、ベゼル３２の奥壁を車室内側から覆う形で取り付けられ
ている。つまり、カバー３３は収容部３０の奥壁を構成するものである。
【００３２】
　光源５０は、ベゼル３２の下壁３２Ａ（インサイドハンドル収容部を構成する下壁）の
下方、言い換えると、アームレスト１４の上方に配されている。図４に示すように、下壁
３２Ａの端部からは、光源５０の側方および下方を覆う形で延びる延設部３２Ｂが形成さ
れている。つまり、図４に示すように、下壁３２Ａ及び延設部３２Ｂによって、凹状に形
成された光源収容部が構成されており、光源５０は、この光源収容部に収容されている。
【００３３】
　下壁３２Ａには、光源５０から出射された光をインサイドハンドル収容部３０内に出射
可能とする光出射孔３２Ｅが貫通形成されている。一方、延設部３２Ｂの下部は、車室内
側に向かって上昇傾斜する形状をなす傾斜部３２Ｄとされている。この傾斜部３２Ｄには
、下壁部光出射孔３２Ｆが貫通形成されている。この下壁部光出射孔３２Ｆは光源５０か
ら出射される光を通過させるためのものである。
【００３４】
　つまり、本実施形態においては、光源５０から光出射孔３２Ｅを通じて光を出射するこ
とで、インサイドハンドル収容部３０内を照らすことができるとともに、光源５０から下
壁部光出射孔３２Ｆを通じて光を出射することで、下壁部光出射孔３２Ｆの下方に配され
ているアームレスト１４を照らすことが可能な構成となっている。
【００３５】
　また、下壁部光出射孔３２Ｆは、車室内側に向かって上昇傾斜する傾斜部３２Ｄに形成
されている。このようにすれば、乗員が上方から下壁部光出射孔３２Ｆを視認する事態を
抑制できるから、意匠性を損なうことがない（図４に乗員の視線Ｅ２を示す）。
【００３６】
　また、延設部３２Ｂの下端には、図４に示すように、ミドルボード１２から突出する取
付ボス１２Ａが挿通された取付孔３２Ｇが形成されている。取付ボス１２Ａを取付孔３２
Ｇに挿通させた後、取付ボス１２Ａの突出端を超音波溶着などの溶着手段によって溶着す
ることで、ミドルボード１２に対して、ベゼル３２の延設部３２Ｂが結合される。
【００３７】
　次に、光源５０、光案内部７０、カバー部材（上側カバー６１及び下側カバー６３）か
らなる光源ユニット４０の構成について説明を行う。光源５０は、図５及び図６に示すよ
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うに、ＬＥＤ５１（光源本体）と、平面視略方形状の平板状をなすレンズ部材６２（導光
体）と、を主体に構成されている。ＬＥＤ５１及びレンズ部材６２はカバー部材（上側カ
バー６１及び下側カバー６３）に収容されている。レンズ部材６２（及びカバー部材の一
部）は、ＬＥＤ５１から出射された光を、光出射孔３２Ｅ（収容部３０内）及び下壁部光
出射孔３２Ｆ（アームレスト１４）側に導光可能な構成となっている。
【００３８】
　ＬＥＤ５１は、図６に示すように、基板５２に対して実装されている。この基板５２に
は、電線５３が接続されており、電線５３の一端側には、コネクタ５４が取り付けられて
いる。電線５３及びコネクタ５４を介して、ＬＥＤ５１は、電源装置（図示せず）に電気
的に接続されている。
【００３９】
　レンズ部材６２は、アクリル等の透光性の大きい（透明度の高い）合成樹脂により形成
されている。図７に示すように、レンズ部材６２におけるＬＥＤ５１側の隅部は、曲面状
をなす形で切り欠かれており、光入射面６２Ａとされる。ＬＥＤ５１は、その発光面５１
Ａを光入射面６２Ａに向ける形で配されている。これにより、光入射面６２ＡにＬＥＤ５
１からの光が入射される構成となっている。
【００４０】
　ＬＥＤ５１は、その光軸ＬＡが、例えば、車両前後方向（図７の左右方向）に沿って配
されている。なお、ＬＥＤ５１（発光面５１Ａ）から発せられる光は、光軸ＬＡを中心に
して所定の角度範囲内で三次元的に放射状に広がり、その発光強度は、光軸ＬＡに沿った
方向が際立って高く、光軸ＬＡに対する傾き角度が大きくなるにつれて低下するような傾
向の分布を示す。
【００４１】
　上側カバー６１及び下側カバー６３は、例えば合成樹脂製とされる。また、両カバー６
１、６３の内周面には、図６に示すように、ＬＥＤ５１を嵌合可能な凹部６１Ｂ、６３Ｂ
が形成されており、この凹部６１Ｂ、６３Ｂ内にＬＥＤ５１が配される構成となっている
。
【００４２】
　図７に示すように、上側カバー６１における車両前後方向（図７の左右方向）の両側か
らは、それぞれ延設部６１Ｄ、６１Ｅが形成されている。各延設部６１Ｄ、６１Ｅには、
取付孔６１Ｄ１、６１Ｅ１がそれぞれ貫通形成されている。ベゼル３２の延設部３２Ｂに
は、車室外側（図７の上側）に延びる取付爪３４Ｄ、３４Ｅが形成されている。各取付爪
３４Ｄ，３４Ｅを各取付孔６１Ｄ１、６１Ｅ１に嵌合させることで、ベゼル３２に対して
光源５０が取り付けられる構成となっている。
【００４３】
　上側カバー６１の内周面６１Ｒ及び下側カバー６３の内周面６３Ｒは、それぞれ光を反
射可能な光反射面とされる。このような光反射面を形成する方法としては、例えば、上側
カバー６１及び下側カバー６３を光の反射性に優れた色（白色など）の材質とすればよい
。なお、上側カバー６１及び下側カバー６３の内周面に光反射性に優れた塗料（例えば、
白色塗料）を塗布することで光反射面を形成してもよい。
【００４４】
　上側カバー６１における車室内側の先端壁部６４（下壁部光出射孔３２Ｆと対向状に配
される部分）は、図６に示すように、車室内側（ＬＥＤ５１から遠ざかる側）に向かって
下降傾斜する形状をなしている。これにより、先端壁部６４の内面に到達した光を下方（
アームレスト１４側）に向けて反射させることができる。つまり、先端壁部６４の内面は
、ＬＥＤ５１からの光の一部をアームレスト１４側に向けて導光可能とする導光体の一部
であると言うこともできる。
【００４５】
　図７に示すように、下側カバー６３においてＬＥＤ５１が配された側と反対側の端部は
、車両後方に突き出す突出壁部６５とされる。この突出壁部６５は、平面視において、Ｌ
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ＥＤ５１の光軸ＬＡと同一直線状となる位置に配されており、突出壁部６５に囲まれた箇
所には、レンズ部材６２の上側光出射部６２Ｂが収容されている。また、図６に示すよう
に、突出壁部６５の底面６５Ａは、車両後方（ＬＥＤ５１から遠ざかる側）に向かうにつ
れて上昇傾斜する形状をなしている。これにより、突出壁部６５の底面６５Ａに到達した
光が上方に反射される構成となっている。
【００４６】
　図４及び図５に示すように、上側カバー６１において、ベゼル３２の光出射孔３２Ｅと
対向する箇所には貫通孔６１Ａが形成されており、貫通孔６１Ａは、平面視においてレン
ズ部材６２に形成された上側光出射部６２Ｂと重なる箇所に形成されている。言い換える
と、上側光出射部６２Ｂは、光出射孔３２Ｅの形成箇所と対向する形で配されている。こ
れにより、上側光出射部６２Ｂから上方に光を出射可能な構成となっている。
【００４７】
　図４及び図５に示すように、下側カバー６３において、ベゼル３２の下壁部光出射孔３
２Ｆと対向する箇所には貫通孔６３Ａが形成されており、この貫通孔６３Ａから、レンズ
部材６２の下面に形成された下側光出射部６２Ｄの光出射面６２Ｅ（光出射部）が露出す
る構成となっている。これにより、下側光出射部６２Ｄから下方に光を出射可能な構成と
なっている。つまり、下側光出射部６２Ｄは、下壁部光出射孔３２Ｆと対向する形で配さ
れている。また、図７に示すように、下壁部光出射孔３２Ｆ及び下側光出射部６２Ｄ（光
出射面６２Ｅ）は、車両前後方向に延びる長手状をなしている。
【００４８】
　図７に示すように、光入射面６２Ａのうち、下側光出射部６２Ｄ側の曲面６２Ａ１は、
ＬＥＤ５１からの出射光（図７における矢線Ｌ２）が広範囲に拡散される形状をなしてい
る。一方、光入射面６２Ａのうち、上側光出射部６２Ｂ側の曲面６２Ａ２は、曲面６２Ａ
１と比較して曲率が小さく設定され、ＬＥＤ５１からの出射光（図７における矢線Ｌ１）
が上側光出射部６２Ｂに向かって真っ直ぐ向かう形状をなしている。言い換えると、曲面
６２Ａ２を通過する光は、曲面６２Ａ１を通過する光と比較して拡散されにくい構成とな
っている。
【００４９】
　これにより、ＬＥＤ５１からの出射光のうち、曲面６２Ａ１を通過した光は、広範囲に
拡散されることで、長手状をなす下壁部光出射孔３２Ｆの全長に亘って到達しやすくなる
。つまり、ＬＥＤ５１からの光の一部は、曲面６２Ａ１を通過することで、下側光出射部
６２Ｄに向かって導光される構成となっている。また、ＬＥＤ５１からの出射光のうち、
曲面６２Ａ２を通過した光は、比較的拡散されにくく、上側光出射部６２Ｂに到達しやす
くなる。
【００５０】
　図６に示すように、上側光出射部６２Ｂの上面（光出射面）及び下側光出射部６２Ｄの
下面（光出射面）は、その表面が略三角波形状で形成されている。これは、上側光出射部
６２Ｂ又は下側光出射部６２Ｄから、レンズ部材６２外部に出射される光を屈折させるこ
とで、その光路を調整するためのものである。なお、上側光出射部６２Ｂ及び下側光出射
部６２Ｄの表面形状は、略三角波形状に限定されるものではなく、適宜変更可能である。
【００５１】
　以上の構成によって、ＬＥＤ５１から出射された光は、光入射面６２Ａからレンズ部材
６２の内部に入射する。レンズ部材６２に入射した光の一部（図７における矢線Ｌ１）は
、上側光出射部６２Ｂに到達し、上側光出射部６２Ｂから出射される。また、レンズ部材
６２に入射した光の一部（図７における矢線Ｌ２）は、下側光出射部６２Ｄに到達し、下
側光出射部６２Ｄの光出射面６２Ｅからアームレスト１４に向けて出射される。
【００５２】
　そして、上側光出射部６２Ｂから出射された光（図４における矢線Ｌ１）は、図４に示
すように、光出射孔３２Ｅを通過して、収容部３０内に出射される。これにより、収容部
３０内を照らすことができる。また、下側光出射部６２Ｄから出射された光（図４におけ
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る矢線Ｌ２）は、下壁部光出射孔３２Ｆを通過して、アームレスト１４（スイッチベース
１６）に向かって出射される。これにより、スイッチベース１６ひいては、そこに設けら
れたスイッチ操作部（図示せず）を照らすことができ、視認性を向上させることができる
。このように、本実施形態においては、一つの光源５０によって、レンズ部材６２（導光
体）の上方（つまり、インサイドハンドル収容部３０内）及び下方（本実施形態では、ス
イッチベース１６）を照らすことが可能となる。
【００５３】
　なお、上側光出射部６２Ｂ及び下側光出射部６２Ｄ以外の箇所から、レンズ部材６２の
外部に出射した光は、上側カバー６１及び下側カバー６３の内周面（光反射面）によって
反射され、再びレンズ部材６２内に入射する（このような光の一例を図７において矢線Ｌ
３で示す）。これにより、ＬＥＤ５１から出射された光の利用効率を高くすることができ
る。
【００５４】
　本実施形態においては、光出射孔３２Ｅは、図３及び図４に示すように、ベゼル３２の
下壁３２Ａにおいて、インサイドハンドル３１のハンドル部３１Ａよりも車室外側（図４
の右側）に配されている。また、カバー３３には、車室内側に突き出す突部３３Ａが形成
されている。この突部３３Ａは、図３に示すように、光出射孔３２Ｅよりも車両後方（図
３の左側）に配されている。これにより、突部３３Ａは、光出射孔３２Ｅから車両後方に
出射された光を遮光可能な遮光部とされる。
【００５５】
　このような構成とすれば、光出射孔３２Ｅから出射した光のうち、インサイドハンドル
収容部３０における開口側（車室内側）に向かう光の一部は、インサイドハンドル３１の
ハンドル部３１Ａ及び突部３３Ａ（遮光部）によって遮光される。言い換えると、乗員か
ら見た場合（図２及び図３に乗員からの視線Ｅ１を示す）、光出射孔３２Ｅは突部３３Ａ
及びインサイドハンドル３１のハンドル部３１Ａによって隠蔽される。
【００５６】
　これにより、乗員が光出射孔３２Ｅ（ひいては、そこから出射される光）を直視する事
態を抑制できる。なお、一般的に着座した状態の乗員の目は、インサイドハンドル収容部
３０よりも、車両後方に配される。このため、本実施形態では、突部３３Ａを光出射孔３
２Ｅよりも車両後方に形成することにした。なお、乗員が車両後方から光出射孔３２Ｅを
、より直視しにくい構成とするためには、突部３３Ａを光出射孔３２Ｅに対して、より近
付けて形成することが好ましい。
【００５７】
　本実施形態においては、光源５０から上方に出射する光でインサイドハンドル収容部３
０を照らす構成としている。通常、着座した状態の乗員の目は、インサイドハンドル収容
部３０より上方に位置するため、光源５０から上方に出射する光は、下方を向く光よりも
乗員の目に入りやすくなる。この点、本実施形態では、インサイドハンドル３１のハンド
ル部３１Ａ及び突部３３Ａによって、このような上方に出射する光を遮光できる。言い換
えると、本実施形態においては、光出射孔３２Ｅをインサイドハンドル収容部３０の下壁
３２Ａ（下面）に設けた場合であっても、乗員が光出射孔３２Ｅ（ひいては、そこから出
射される光）を直視する事態を抑制できる。
【００５８】
　次に、本実施形態における光案内部７０の構成について説明をする。光案内部７０は、
図４に示すように、光出射面６２Ｅ（光源の光出射面）の下方を覆う形で配されている。
光案内部７０は、図６及び図７に示すように、車両前後方向に延びる形状をなし、下側カ
バー６３に取り付けられている。つまり、光案内部７０は、下側カバー６３とは別体の部
材（光案内部材）である。
【００５９】
　光案内部７０は、長手方向の両端部に形成された取付突部７１，７２を有している。取
付突部７１は、下側カバー６３を構成する壁部に形成された凹部６６に嵌合可能とされ、
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取付突部７２が下側カバー６３を構成する壁部に形成された凹部６７に嵌合可能とされる
。これにより、光案内部７０が下側カバー６３に取り付けられる構成となっている。
【００６０】
　なお、光案内部７０の下側カバー６３に対する取付手段は、取付突部７１，７２及び凹
部６６，６７に限定されず適宜変更可能である。例えば、ビスなどで光案内部７０を下側
カバー６３に取り付けてもよい。なお、光案内部７０は上側カバー６１に取り付けられて
いてもよい。また、光案内部７０は、下側カバー６３（又は上側カバー６１）と一体的に
形成されていてもよい。
【００６１】
　光案内部７０の底壁部７０Ａには、図８～図１０に示すように、複数の傾斜片７３が車
両前後方向に沿う形で配列されている。各傾斜片７３は、下方に向かうにつれて車両前方
（図９及び図１０の右側）に傾斜する形状をなしている。つまり、各傾斜片７３は、レン
ズ部材６２（導光体）における光出射面６２Ｅから出射される光の出射方向（図１０の下
方）に対して傾斜する形状をなしている。また、各傾斜片７３は、車両後方（図９及び図
１０における左側）かつ下方から、光源５０の光出射面６２Ｅを覆う構成となっている。
【００６２】
　各傾斜片７３は、各々車両前後方向に間隔を空ける形で配されている。つまり、各傾斜
片７３の間には、下方に向かうにつれて車両前方に傾斜する方向に貫通されたスリット７
４が形成されており、そのスリット７４を光が通過可能な構成となっている。
【００６３】
　また、各傾斜片７３の下端は、車両前方に隣接される傾斜片７３の上端と、光出射面６
２Ｅと直交する方向に沿って重なる形で配されている。各傾斜片７３のうち、隣接する２
つの傾斜片（第１傾斜片７５，第２傾斜片７６）を例に挙げて説明すると、第１傾斜片７
５の下端Ｐ１は、第１傾斜片７５の車両前方に隣接される第２傾斜片７６の上端Ｐ２と、
光出射面６２Ｅと直交する方向に沿って重なる形で配されている。これにより、光出射面
６２Ｅと直交する方向に沿って下方から第１傾斜片７５及び第２傾斜片７６を視た場合に
おいては、第１傾斜片７５によって、第１傾斜片７５及び第２傾斜片７６の間の光出射面
６２Ｅが隠蔽される。
【００６４】
　このような各傾斜片７３を備えることで、光出射面６２Ｅからアームレスト１４に向け
て出射された光のうち、車両後方へ向かう光を、各傾斜片７３によって遮光する（又は車
両前方へ反射させる）ことができる。この結果、光案内部７０は、光出射面６２Ｅからの
出射光を車両前方に向けることが可能な構成となっている。
【００６５】
　なお、ここで言う「光出射面６２Ｅからの出射光を車両前方に向けることが可能な構成
」とは、各傾斜片７３によって、光出射面６２Ｅから車両後方に向かう光が遮光される結
果、光出射面６２Ｅから車両前方に向かう光のみがアームレスト１４に向かって出射され
る構成、又は、光出射面６２Ｅからの出射光を各傾斜片７３によって、車両前方に反射可
能とする構成のことを言う。
【００６６】
　また、各傾斜片７３を例えば、光反射性の低い色（例えば、黒色など）とすることで、
光出射面６２Ｅから車両後方に向かう光をより効果的に遮光可能な構成としてもよい。ま
た、各傾斜片７３を例えば、光反射性の高い色（例えば、白色など）とすることで、光出
射面６２Ｅからの出射光をより効果的に車両前方に反射可能な構成としてもよい。
【００６７】
　以上説明したように、本実施形態においては、光出射面６２Ｅからアームレスト１４に
向けて出射された光を車両前方に向けることが可能な光案内部７０を備えている。つまり
、光源５０からの出射光を所定の方向（車両前方）に向けることができる。これにより、
光案内部７０によって、車両前方に向けられた光（図９、図１０における矢線Ｌ４）は、
アームレスト１４（スイッチベース１６）に反射された場合において、車両前方へ反射さ
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れる。このように、本実施形態においては、アームレスト１４からの反射光が、車両後方
に向かう事態を抑制でき、アームレスト１４（スイッチベース１６）に対して車両後方に
位置する乗客の目に反射光が到達する事態を抑制でき、乗員の防眩性を確保することがで
きる。
【００６８】
　また、光出射面６２Ｅ（光出射部）は、車両前後方向に延びる形状をなすものとするこ
とができる。
【００６９】
　このような構成とすれば、車両前後方向に延びるアームレスト１４に対して、光出射面
６２Ｅから出射される光の照射エリアを車両前後方向に長くすることができ、アームレス
ト１４を照らす場合に好適である。
【００７０】
　また、光案内部７０は、下方に向かうにつれて車両前方に傾斜する形状をなす複数の傾
斜片７３を有し、複数の傾斜片７３は、車両前後方向に沿う形で配列されている。
【００７１】
　このような構成とすれば、光出射面６２Ｅを複数の傾斜片７３によって、下方かつ車両
後方から覆うことができる。これにより、光出射面６２Ｅからアームレスト１４に向けて
出射された光のうち、車両後方へ向かう光を、各傾斜片７３によって遮光する（又は車両
前方へ反射させる）ことができる。この結果、光出射面６２Ｅからの光を車両前方に向け
ることができる。
【００７２】
　また、複数の傾斜片７３のうち、第１傾斜片７５の下端Ｐ１は、複数の傾斜片７３のう
ち、第１傾斜片７５の車両前方に隣接される第２傾斜片７６の上端Ｐ２と、光出射面６２
Ｅと直交する方向に沿って重なる形で配されている。
【００７３】
　第１傾斜片７５の下端Ｐ１と第２傾斜片７６の上端Ｐ２とを、光出射面６２Ｅと直交す
る方向に沿って重なる形で配することで、光出射面６２Ｅと直交する方向から視た場合に
おいて、第１傾斜片７５と第２傾斜片７６との間に隙間が生じる事態を抑制できる。これ
により、光出射面６２Ｅの下方かつ車両後方を第１傾斜片７５と第２傾斜片７６によって
隙間なく覆うことができ、第１傾斜片７５と第２傾斜片７６との間に出射された光が車両
後方に向かう事態をより確実に抑制できる。
【００７４】
　特に、アームレスト１４（スイッチベース１６）の表面（上面１４Ｂ）に、例えば、光
沢処理などが施され、その表面が高い光反射性を有している場合は、アームレスト１４（
スイッチベース１６）の表面に光源５０の光出射面６２Ｅが映り込む事態を抑制でき、好
適である。
【００７５】
　また、光源５０は、ＬＥＤ５１（光源本体）と、ＬＥＤ５１ら出射される光をアームレ
スト１４側に導光可能とするレンズ部材６２と、を有しており、ＬＥＤ５１及びレンズ部
材６２を収容可能なカバー部材（上側カバー６１及び下側カバー６３）を備え、光案内部
７０は、下側カバー６３（又は上側カバー６１）に設けられている。
【００７６】
　本実施形態においては、ＬＥＤ５１及びレンズ部材６２が収容されるカバー部材に光案
内部７０を取り付ける構成としている。つまり、光源５０（ＬＥＤ５１、レンズ部材６２
）と光案内部７０を一つのユニット（光源ユニット４０）として車両用照明装置２０を構
成している。これにより、光源５０と光案内部７０とをそれぞれ個別に取付箇所（例えば
、車両用ドアトリム）に取り付ける構成と比較して、より容易に取り付けることができる
。また、ＬＥＤ５１、レンズ部材６２、光案内部７０を一つのユニット（光源ユニット４
０）として構成することで、様々な種類の車両用ドアトリムに対して、車両用照明装置２
０を容易に取り付けることができる。
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【００７７】
　また、光案内部７０は、カバー部材とは別体の光案内部材であって、光案内部７０は、
カバー部材に取り付けられている。
【００７８】
　このように、光案内部７０をカバー部材とは別体の光案内部材とすることで、光案内部
７０のみを容易に付け替えることができる。すなわち、アームレスト１４の形態（配置箇
所や形状）又はアームレスト１４に設けられた機能部品（スイッチ操作部など）の形態に
合わせて、様々な種類の光案内部７０（例えば、傾斜片７３の傾斜角度が異なる光案内部
）を付け替えることで、光の照射方向を調整することが可能となる。この結果、様々な種
類の車両用ドアトリムに適用可能な車両用照明装置２０（又は光源ユニット４０）を容易
に提供することができる。
【００７９】
　また、本実施形態の光源ユニット４０は、車両用ドアトリム１０に設けられる光源ユニ
ットであって、ＬＥＤ５１と、ＬＥＤ５１から出射される光を導光可能とするレンズ部材
６２と、ＬＥＤ５１及びレンズ部材６２を収容可能なカバー部材と、レンズ部材６２にお
ける光出射面６２Ｅを覆う形で下側カバー６３（カバー部材）に取り付けられた光案内部
７０と、を備え、光案内部７０は、レンズ部材６２における光出射面６２Ｅから出射され
る光の出射方向に対して傾斜する形状をなす傾斜片７３を有している。
【００８０】
　本実施形態においては、光出射面６２Ｅから傾斜片７３に向けて出射された光を、傾斜
片７３の傾斜方向に沿った方向に案内することができる。この結果、光出射面６２Ｅから
の光を、その出射方向に対して傾斜する方向（所定の方向）に向かわせることができる。
【００８１】
　＜実施形態２＞
　次に、本発明の実施形態２を図１１によって説明する。上記実施形態と同一部分には、
同一符号を付して重複する説明を省略する。上記実施形態においては、インサイドハンド
ル収容部３０の光出射孔３２Ｅ、下壁部光出射孔３２Ｆを、それぞれ光が通過する構成と
した。これに対して、本実施形態においては、光出射孔３２Ｅ、下壁部光出射孔３２Ｆを
備えずに光を通過させる構成としてある。
【００８２】
　具体的には、本実施形態において、インサイドハンドル収容部１３０のベゼル１３２（
底壁１３２Ａ、下壁部１３２Ｂ、傾斜部１３２Ｄ）は、透光性の大きい（透明度の高い）
合成樹脂材料（例えばアクリルやポリカーボネート等）により形成されている。そして、
ベゼル１３２における車室内側の面には、光透過部１４２及び光遮断部１４１が形成され
ている。
【００８３】
　光透過部１４２は、光源５０の上側光出射部６２Ｂ及び下側光出射部６２Ｄの各々と対
向する箇所にそれぞれ形成されている。光遮断部１４１は、例えば、ベゼル１３２におけ
る車室内側の面において光透過部１４２以外の箇所に形成されている。なお、図１１にお
いては、上側光出射部６２Ｂと対向する光透過部１４２に符号１４２Ａを付け、下側光出
射部６２Ｄと対向する光透過部１４２に符号１４２Ｂを付けてある。
【００８４】
　なお、このような光透過部１４２は、例えば、光透過部１４２を光透過性の高い材質で
設定したり、光透過部１４２の厚さを光が透過する程度に薄くしたりすることで形成する
ことができる。
【００８５】
　以上説明したように、本実施形態においては、ベゼル１３２を透光性の大きい部材にす
るとともに、光透過部１４２Ａ、光透過部１４２Ｂを設けることで、光源５０の上方（イ
ンサイドハンドル収容部１３０内）及び下方（アームレスト１４）を照らすことが可能と
なっている。つまり、本実施形態においては、実施形態１で例示した光出射孔３２Ｅ、下
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壁部光出射孔３２Ｆを備えた構成の代わりに、ベゼル１３２を透光性の大きいものにする
とともに光透過部１４２Ａ、光透過部１４２Ｂを設けた構成としてある。
【００８６】
　＜他の実施形態＞
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施形態に限定されるものではなく、例え
ば次のような実施形態も本発明の技術的範囲に含まれる。
【００８７】
　（１）上記実施形態においては、光案内部７０が傾斜片７３を有することで、光源５０
からの出射光を車両前方に案内可能な構成を例示したが、これに限定されない。光案内部
７０は、光源５０からの出射光を車両前方に案内可能な構成であればよい。例えば、光案
内部７０は、光源５０からの出射光を屈折させることで、車両前方に向かわせる構成であ
ってもよい。また、光案内部７０として、出射光の出射方向を制御するフィルム（視野角
調整フィルムなど）を用いることで、光源５０からの出射光を車両前方へ向かわせる構成
としてもよい。
【００８８】
　（２）上記実施形態においては、光案内部７０は、カバー部材に取り付けられている構
成、つまり、光源５０と一体的に設けられている構成を例示したが、これに限定されない
。光案内部７０は、光源５０における光出射部を覆う形で配されていればよく、その設置
箇所は適宜変更可能である。例えば、光案内部７０は、ベゼル３２や車両用ドアトリム１
０等の内装材に取り付けられていてもよい。また、光案内部７０が、例えば、ベゼル３２
や車両用ドアトリム１０等の内装材と一体的に形成されていてもよい。
【００８９】
　（３）上記実施形態では、光源５０が、ＬＥＤ５１（光源本体）とレンズ部材６２（導
光体）とを備えた構成を例示したが、これに限定されない。例えば、レンズ部材６２を備
えていなくてもよく、ＬＥＤ５１で直接アームレスト１４を照らす構成としてもよい。ま
た、光源本体としては、ＬＥＤ５１以外の光源（例えば、電球等）を使用してもよい。
【００９０】
　（４）上記実施形態では、上側光出射部６２Ｂからの出射光によって、インサイドハン
ドル収容部３０内を照らす構成としたが、これに限定されず、他の部品を照らす構成とし
てもよい。また、光源５０は、アームレスト１４のみを照らす構成であってもよい。
【００９１】
　（５）上記実施形態においては、光源ユニット４０が設けられる車両用内装材として、
車両用ドアトリム１０を例示したが、これに限定されない。車両用内装材としては、ピラ
ーガーニッシュやインストルメントパネルなどを例示することができる。
【００９２】
　（６）上記実施形態においては、光源５０における光出射部として光出射面６２Ｅを例
示したが、光出射部は、光出射面（面状）に限定されない。
【００９３】
　（７）上記実施形態においては、光案内部７０によって光源５０からの光を車両前方に
向ける（案内する）構成としたが、これに限定されない。光案内部７０によって、案内さ
れる光の出射方向は、適宜変更可能である。
【００９４】
　（８）ＬＥＤ５１からの光をアームレスト１４側に向けて導光するための導光体として
は、レンズ部材６２以外のものを例示することもできる。例えば、導光体としては、プリ
ズムなどを例示することもでき、プリズムによってＬＥＤ５１からの光をアームレスト１
４側に屈折させる構成としてもよい。また、導光体としては、例えば、光ファイバや導光
板のように、その内部で光の全反射を繰り返すことで、ＬＥＤ５１からの光をアームレス
ト１４側に導光可能とするものを例示することもできる。
【符号の説明】
【００９５】
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１０…車両用ドアトリム、１４…アームレスト、２０…車両用照明装置、４０…光源ユニ
ット、５０…光源、５１…ＬＥＤ（光源本体）、６１…上側カバー（カバー部材）、６２
…レンズ部材（導光体）、６２Ｅ…光出射面（光出射部）、６３…下側カバー（カバー部
材）、７０…光案内部（光案内部材）、７３…傾斜片、７５…第１傾斜片、７６…第２傾
斜片、Ｐ１…第１傾斜片の下端、Ｐ２…第２傾斜片の上端

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】
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